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バレーボール国内男子トップリーグの試合中における跳躍頻度に関する研究
岡野 憲一*, 谷川 聡**

A study on the frequency of the jump during the top level male volleyball games.

Kenichi Okano, Satoru Tanigawa

Abstract

The main purpose of this study was to evaluate the frequency and rate of jump types in male volleyball games. Sixteen professional volleyball 
games in eight teams were recorded by the digital videos（60f/s）. The offensive and defensive jumps in each position were separated into the 
five jump types（attack, block, jump toss, serve and trick jump） by a professional coach. The frequency and rate of jump types in each position 
were as followings 
1） In the frequency of the jumps 
While setter（S） jumped more than wing spiker（WS） and opposite（OP） did（p <0.01），libelo（L） jumped less than wing spiker（WS）, middle 
blocker（MB） and  opposite（OP）（p<0.001）. 

2） The type of jumps
S（block 21.2%, jump toss 68.1%） and L（jump toss 100%） mostly performed their own positions. WS（attack 38.9%, block 41.0%, serve 
19.8%）, MB（attack 8.4%, trick jump 26.2%, block 53.5%, serve 11.9%） and OP（attack 49.3%, block 34.2%, serve 16.5%） performed various 
jumps.

 The results showed that volleyball is an intermittent sport that combines offensive and defensive phases of play. While players should be 
required to jump vertically as high as they are capable of doing, it is necessary for players to develop various jump abilities depending on their 
positions. 
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１．緒　　　　言

スポーツ競技ごとの効果的なトレーニングの条件や指標
を考える際には，実際の試合や練習を分析し，運動の種別
や頻度を数量化することにより，競技特性を明らかにする
必要がある 8）．バレーボール競技はネットを介した相手と
攻防を競い合う競技で，多くの得点を効率よく重ねていく
ためには高い打点から攻撃，逆に相手の攻撃を防ぐために
は高さのあるブロックを行わなければならないため，跳躍
を行う必要がある．バレーボール競技において，この跳躍
能力は技術および戦術的要素に深く関与し，バレーボール
競技の勝敗を決定づける上において大きく影響する 4）9）と
いわれていることから，あらゆる体力要素の中で跳躍能力
を高める必要があると考えられる．また，各ポジションに
は，それぞれ役割があり，その役割によってトスの配球頻
度やトスのテンポ，アタックを打つ状況などが異なり 15），
それに伴って体力特性も異なる 1）．各ポジションの体力特
性を検討することは，それぞれのポジションに合わせた
トレーニングを遂行するために重要 5）であると考えられ，
実際の試合における各ポジションの跳躍頻度および種別を
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調査することは，バレーボールの現場において，実際のト
レーニング内容を検討する上で有用な資料となりうると考
えられる．
バレーボール選手を対象に，跳躍頻度を調査したこれま
での研究によると，試合中における跳躍頻度は，セット数
などの試合内容によって異なることが報告 6）12）されてい
る．しかし，これらの先行研究はすべて 1998 年のルール
改正以前の研究であり，サイドアウト制での跳躍頻度とな
る．吉田19）はサイドアウト制と比べラリーポイント制では，
早く試合が終わってしまうのでスタートから力を出せるよ
うにしておかなければ後半に追いつけなくなり，最初から
サイドのエースアタッカーで勝負をしてくるため，ミドル
ブロッカーの打数（割合）は少なくなると述べており，上
述の先行研究は現在のラリーポイント制での跳躍頻度には
当てはまらないことが推察される．
そこで，本研究ではV・プレミアリーグ男子の試合映像
から，国内男子トップリーグの試合におけるポジションご
との跳躍頻度および跳躍動作に関わるプレーの種類を調査
し，トレーニング処方のための基礎的資料を得ることを目
的とした．

２．方　　　　法

1．分析対象
分析対象は，2013/14 シーズンV・プレミアリーグ男子
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におけるレギュラーラウンド中の試合で，25 点マッチ（第
1～ 4セット）における分析は，第 1～ 4セットを各 4セッ
トずつ計 16 セット行い，V・プレミアリーグ参戦チーム
全8チームが各2セットずつとなるようにした．15点マッ
チ（第 5セット）における分析は，各チームから 1セット
ずつ，フルセットになった試合の 5セット目だけを抽出し，
計 8セット行った．
チームによって特定の選手の攻撃回数が極端に多くなる

ことや，対戦相手により戦術的な理由から攻撃および防御
にポジションの偏りが出ることも考えられるため，分析対
象の試合は，一チームのみの調査や同じチーム同士の対戦
カードにならないよう考慮した．

2．分析方法
試合の映像については，開始から終了まで，エンドラ

イン後方の観覧席にデジタルビデオカメラ（HDR-CX420，
SONY社製）を設置して撮影した．
撮影した映像から，選手をポジションごとに分類し，跳

躍動作の関わるプレーの種類を調査した．ポジションは，
セッター（S），ウイングスパイカー（WS），ミドルブロッ
カー（MB），オポジット（OP），リベロ（L）の 5つに分
類した．なお，OPは S の対角に配置される選手とした．
また，ゲームにおいて，WSおよびMBは各チーム 2名ず
つ出場しており，各ポジションにおけるプレーの回数はポ
ジション毎の跳躍頻度とした．
跳躍動作の関わるプレーの種類は，アタック（スパイク，

フェイント，ハーフスパイク，プッシュ，バックアタック），
トリックジャンプ，ブロック，ジャンプトス，サーブ（ス
パイクサーブ，ジャンプフローターサーブ）の 5種類に分
類した．レシーブ時のフライングレシーブも跳躍動作とし
て捉えることも考えられるが，本研究における跳躍につい
ては垂直方向のみとした．跳躍動作の関わるプレーの種類
に関する分類については，1名のバレーボールを専門とし
た指導者が同時に行った．

3．統計処理
分析結果は，ポジション別に分け，それぞれの平均値±

標準偏差で示した．ポジションおよびセットごとの平均値

表1　各ポジションにおけるセットごとの跳躍回数（回）
1set 2set 3set 4set 5set

S 31.0 ± 4.1 30.0 ± 2.1 30.8 ± 3.6 37.5 ± 1.7 32.3 ± 4.4
WS 19.4 ± 1.6 18.3 ± 2.1 18.4 ± 4.2 19.5 ± 3.9 18.9 ± 3.3
MB 23.9 ± 2.7 27.4 ± 3.1 25.5 ± 3.1 29.5 ± 4.4 26.6 ± 4.1
OP 19.3 ± 1.6 24.5 ± 5.0 21.8 ± 3.3 26.3 ± 6.8 22.9 ± 5.5
 L   1.5 ± 1.1   1.3 ± 1.1   0.8 ± 0.8   0.8 ± 0.8   1.1 ± 1.1
合計 138.3 ± 11.5 147.0 ± 12.2 141.0 ± 18.9 162.5 ± 23.2 147.2 ± 19.5

の差の検定には，対応のない一元配置分散分析をした後，
Bonferroni 法を用いて多重比較検定を行った．統計処理の
有意水準は 5％未満とした．

３．結　　　　果

1．各セットにおけるポジション別の跳躍頻度
表 1は，1セット当たり（第 5セット目は除く）のポジ

ション別跳躍回数の平均値および標準偏差を示したもので
ある．いずれのポジションにおいても，セット間で有意差
は認められなかった．なお，15 点マッチの第 5セットに
ついては，対象から除外した．

2．ポジション別の跳躍頻度
25 点マッチの跳躍頻度は，S が 32.3 ± 4.4 回，WS が

18.9 ± 3.3 回，MB が 26.6 ± 4.1 回，OP が 22.9 ± 5.5 回，
L が 1.1 ± 1.1 回であった．Sはいずれのポジションより
も跳躍の頻度が有意に高く（WS，OP：p<0.001，MB: p 
<0.01），L はいずれのポジションよりも有意に低かった
（p<0.001）．さらに，MB はWS よりも有意に高かった
（p<0.001）（図 1）．
15 点マッチの跳躍頻度は，S が 21.5 ± 5.9 回，WS が

12.0 ± 2.7 回，MB が 15.9 ± 2.7 回，OP が 13.3 ± 2.7 回，
Lが 0.1 ± 0.4 回であった．SはWS，OP よりも跳躍の頻
度が有意に高く（p<0.01），Lはいずれのポジションより
も有意に低かった（p<0.001）（図 2）．
以上の結果から 1試合（3セット，4セット，フルセット）

における各ポジションの跳躍頻度を，25 点マッチおよび
15 点マッチの跳躍頻度から換算した値を表 2に示した．
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3．ポジション別のプレー種目別跳躍頻度の割合
S の 1 試合におけるプレー種目別跳躍頻度の割合は，

アタックが 0.9%，ブロックが 21.2％，ジャンプトスが
68.1%，サーブが 9.9% であった．WSはアタックが 38.9%，
ブロックが 41.0%，ジャンプトスが 0.3%，サーブが 19.8%
であった．MBはアタックが 8.4%，トリックジャンプが
26.2%，ブロックが 53.5%，ジャンプトスが 0.1%，サーブ
が 11.9% であった．OPはアタックが 49.3%，ブロックが
34.2%，サーブが 16.5% であった．Lの跳躍動作に関わる
プレーについては，ジャンプトスのみであった（図 3）．

４．考　　　　察

本研究における，25 点マッチおよび 15 点マッチのポジ
ション別跳躍頻度を見ると，いずれも Sが最も多く，次
いでMB，OP，WS の順で，Lが一番少なかった．25 点
マッチと 15 点マッチの跳躍頻度を 1試合当たりとすると，
Sは 3セットで 96.9 回，フルセット（5セット）になると
150.7 回の跳躍を行うことが示された．また，浅井 2）の報
告によると，1試合の得点構成の割合は，アタック得点が
54.7％，ミスが 29.3％，ブロックが 11.8％，サーブが 4.2％

であり，アタックによる得点が最も多いと報告されている．
しかし，本研究において，主に攻撃を行うWS，OP，MB
の 3 ポジションのプレー種目別跳躍頻度の割合を見ると，
WSと OP ではアタックが高い割合を示したものの，MB
のアタック頻度は全体の 8%と非常に低い割合であった．
しかし，MBにおけるトリックジャンプ（26.2%）もアタッ
ク得点に関連する跳躍動作として捉えることができ，ト
リックジャンプも攻撃手段として主要なプレーであると解
釈することができる．
各ポジションにおけるプレー種目別跳躍頻度の割合を見
ると，Sはジャンプトスが 68.1% と他のポジションと比べ，
非常に高い割合を示した．バレーボールのゲーム中にボー
ルの 90%に触れる Sは，チームの攻撃の質と効果に直接
的に影響を及ぼす重要な役割がある 11）．レシーブ－トス
－アタックという一連の攻撃の組立を考えた場合，トスを
行う Sがボールに接触する機会が多い 10）．その際，Sは高
い位置でボールに触れるべき 1）16）といわれており，高い
位置でセットできるというのがジャンプトスの目的である
11）．ジャンプトスの有効性に関する研究 3）によると，ジャ
ンプトスは相手チームのブロック参加人数を少なくし，ア
タッカーに有利な攻撃条件を与えると報告されている．評
価の高い Sは全体のトスに占めるジャンプトスの割合は
多い 10）といわれており，Sに必要な条件として，様々な
状況でジャンプトスが行える能力が挙げられる 11）．さら
には，Sからのトスの出所が一定になることで，スパイカー
はリズムを取りやすく，アタックが打ちやすくなる 11）16）

といわれていることから，ジャンプトスをする際の跳躍高
が一定になることが理想的であると考えられる．跳躍頻度
の多い Sにおいて，一定の跳躍高を保つための筋持久力
を養う必要があることも推察される．
WSのプレー種目別跳躍頻度の割合を見ると，アタック
が 38.9%，ブロックが 40.0% とサーブを除き，攻守ともに
ほぼ同じ割合であった．WSは攻撃力だけでなく，高いレ
セプション能力も必要となり，アタックやブロック能力は
もちろん，オールラウンドな能力が必要 7）といわれている．
本研究におけるプレー種目別跳躍頻度の割合を見ても，攻
撃に必要なアタックと防御に必要なブロックの跳躍頻度に
偏りはみられなかった．WSは，ポジションに必要な技術
と同様に，跳躍能力についてもアタックおよびブロックに
必要な能力をバランス良く強化していく必要があると考え
られる．
MBは，アタック，トリックジャンプ，ブロック，ジャ
ンプトス，サーブと跳躍動作の関わるプレーの種類が最も
多く，その中でブロックの割合が 53.4% と半分以上を占め，
他のポジションと比べ高い傾向であった．ブロックによる
得点は 1試合でそれほど多くないが，主要攻撃プレーであ
るアタックに常に対応して数多く出現するプレーであり，

表2　1試合（3セット、4セット、5セット）の各ポジションに
 おける跳躍回数（回）

3set match 4set match 5set match
S 96.9 129.2 150.7
WS 56.7 75.6 87.6
MB 79.8 106.4 122.3
OP 68.7 91.6 104.9
 L 3.3 4.4 4.5
合計 441.9 589.2 679.9
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アタックミスを誘発させたり，アタックによる得点を防ぐ
プレーとしてその重要性が指摘されている 18）．MBはブ
ロック動作を最も頻繁に行うポジション 19）で，ほとんど
すべてのブロックに参加しなければならず，MBのブロッ
ク能力がチーム全般的なブロックの有効性に大きく影響す
る 1）といわれている．本研究においても，他のポジショ
ンと比べ，ブロックジャンプが非常に高い割合を示した．
根本ら 13）は，サイドのアタックについては距離の近いブ
ロッカーが対応できるが，より多くのブロッカーがブロッ
クに参加した方が有利であることを考えると，中央に位置
するMBの移動能力が重要となると述べており，跳躍能
力と同様に移動能力を高めるような取り組みも必要とな
る．また，MBは攻撃において，自身が直接攻撃を行うア
タック以外に相手を惑わせるためのトリックジャンプを行
うことが多く，このことがWS，OPと比べ跳躍頻度が多
いことにつながっていることが推察される．さらに，MB
のアタックは速攻が中心であり，短いホップで，速いテイ
クオフにつながる 1歩か 2歩の助走が必要 1）であるため，
そのためのトレーニングも重要であると考えられる．
OPのプレー種目別跳躍頻度の割合を見ると，アタック

が 49.3% と約半分を占め，次いでブロック，サーブの順で
あった．OPに最も求められる能力は高いアタック決定力7）

といわれており，本研究においても，跳躍頻度の割合の中
でアタックが最も高い割合を占めている．OPはあらゆる
跳躍動作の中でスパイクジャンプを高めることが必要であ
ることが推察される．
本研究において，Lの跳躍動作の関わるプレーについ

ては，ジャンプトスのみであった．相手からのボールを S
がレシーブした際，Lがトスを上げる場合もあり，回数は
僅かであるがその際にジャンプトスを行っていた．しかし，
Lは攻撃的なプレーは禁止されており，アタック，ブロッ
ク，サーブ等の跳躍を伴うようなプレーは行うことが出来
ない 14）ため，跳躍頻度はいずれのポジションと比べても
低値を示した．
本研究の結果から得られたポジションごとの跳躍頻度お

よび跳躍動作に関わるプレーの種類を考慮した上でトレー
ニング処方を行うことにより，より効率的なトレーニング
の実施が可能となると考えられる．しかし，本研究におけ
る各ポジションの跳躍頻度については，すべてのプレーを
同一にカウントしており，それぞれのプレーにおける強度
や力の入れ方は異なることが考えられる．このことから，
試合時における各ポジションの運動強度や疲労度を，本研
究のデータの範囲だけで検討することは困難である．今後
の課題として，跳躍に関わるプレーの強度とその回数につ
いて検討していくことで，さらに詳細なバレーボールにお
けるポジション特性を考慮したトレーニングを行う際の指

標およびトレーニング方法に関する知見が得られると考え
る．

５．結　　　　論

本研究では，バレーボール国内トップリーグのV・プレ
ミアリーグ男子バレーボール選手を対象として，試合映像
からポジションごとの跳躍頻度および跳躍動作に関わるプ
レーの種類をそれぞれ調査し，トレーニング処方のための
基礎的資料を得ることを目的とした．得られた結果は以下
のとおりである．
1．25 点マッチの跳躍頻度は，Sが 32.3 ± 4.4 回，WS が
18.9 ± 3.3 回，MBが 26.6 ± 4.1 回，OPが 22.9 ± 5.5 回，
Lが 1.1 ± 1.1 回であった．Sはいずれのポジションより
も跳躍の頻度が有意に高く（WS，OP：p <0.001，MB: 
p <0.01），Lはいずれのポジションよりも有意に低かっ
た（p<0.001）．さらに，MBはWSよりも有意に高かっ
た（p<0.001）．

2．15 点マッチの跳躍頻度は，Sが 21.5 ± 5.9 回，WS が
12.0 ± 2.7 回，MBが 15.9 ± 2.7 回，OPが 13.3 ± 2.7 回，
Lが 0.1 ± 0.4 回であった．SはWS，OP よりも跳躍の
頻度が有意に高く（p <0.01），Lはいずれのポジション
よりも有意に低かった（p<0.001）

3．1 試合におけるプレー種目別跳躍頻度の割合について，
Sはアタックが 0.9%，ブロックが 21.2％，ジャンプトス
が 68.1%，サーブが 9.9%，WSはアタックが 38.9%，ブロッ
クが 41.0%，ジャンプトスが 0.3%，サーブが 19.8%，
MB はアタックが 8.4%，トリックジャンプが 26.2%，
ブロックが 53.5%，ジャンプトスが 0.1%，サーブが
11.9%，OPはアタックが 49.3%，ブロックが 34.2%，サー
ブが 16.5%，Lはジャンプトスが 100%であった．
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